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静
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明

　
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
業
務
が
加
速
し
た
1
年
で
し
た
。一
方
、人

と
会
い
話
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
見
直
す
年
に
も
な
り
ま
し
た
。新

し
い
生
活
様
式
の
中
で
形
は
変
わ
って
も
福
祉
事
業
を
止
め
て
は
な
ら

な
い
と
感
じ
る一年
で
し
た
。

こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
静
岡
推
進
本
部

本
部
長

鈴 

木

　隆 

博

静
岡
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

会

　長 

稲 

垣  

滋 

彦

　
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
多
く
い
ま
す
。
協
同
組
合
に
集
う
者
と
し
て

「
も
っ
と
つ
な
が
る
」
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
方
法
で

つ
な
が
る
こ
と
で
、
新
し
い
く
ら
し
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
人
と
人
が
触
れ
合
う
こ
と
が
制
限
さ
れ
、
生
活
や

業
務
の
様
式
も
変
化
し
ま
し
た
が
、
共
済
の
精
神
は
不
変
で
す
。
今

年
も
、
今
で
き
る
「
た
す
け
あ
い
」
を
育
ん
で
参
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
　
離
れ
て
解
る
　
生
活
は

　
　
　
人
の
や
さ
し
さ
　
福
祉
は
変
え
ず

毎
日
の
　
検
温
マ
ス
ク
　
し
な
が
ら
も
　

　
　
　
つ
な
が
り
強
め
　
暮
ら
し
を
変
え
る

人
と
人
　
た
す
け
あ
い
の
輪
　
結
ん
で
く

　
　
　
距
離
を
置
い
て
も
　
変
わ
ら
ぬ
思
い
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（
一
財
）静
岡
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会

理
事
長

石
塚

　智 

昭

（
株
）静
岡
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル

代
表
取
締
役
社
長

原

　健
二

　
我
々
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
共
存
し

た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
共
存
す
る
し
か
な
い
様
で
す
。
仕
事
、
家

庭
、
趣
味
、
レ
ジ
ャ
ー
、
し
っ
か
り
対
策
を
講
じ
て
新
た
な
様
式

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

理
事
長

中 

西

　清
文

　
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
環
境
で
す
が
、
勤
労
者
と
そ
の
家
族
が
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
、
笑
顔
に
な
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

生
き
が
い
や
　
仲
間
づ
く
り
を
　
応
援
し

　
　
　
　
　
　
笑
顔
を
ふ
や
す
　
福
祉
基
金

（
公
財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

万
全
の
対
策
講
じ
て
　
G
O 

T
O 

を

　
　
マ
ス
ク 

手
洗
い
　
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

思
い
も
寄
ら
ず
　
新
た
な
意
識
を
　
求
め
ら
れ

　
　
　
　
未
来
志
向
で
　
踏
み
出
す
一
歩

　
予
想
も
で
き
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
新

し
い
働
き
方
や
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
労
働
者
自
主

福
祉
運
動
も
未
来
志
向
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
新
た
な
連
帯
と
共

同
社
会
の
再
構
築
に
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
勤
信
協
も
一
助
と
な

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
年
金
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
年
金
が
分
り
安

心
し
た
」
と
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。
老
後
の
不
安
が
無
く
な

る
よ
う
、
今
後
も
年
金
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
参
り
ま
す
。

（
一
財
）静
岡
県
年
金
福
祉
協
会

専
務
理
事

杉 

山

　裕 

保

「
安
心
し
た
」　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
文
字
に
　
支
え
ら
れ

　
　
　
年
金
セ
ミ
ナ
ー
は
　
ま
た
開
か
れ
る

（
一
社
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

池 

冨 

　彰

　
労
働
組
合
、
労
働
金
庫
、
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
、
生
協
も
、

労
働
者
が
労
働
者
の
手
に
よ
っ
て
労
働
者
の
た
め
に
つ
く
り
ま
し

た
。
大
変
な
時
だ
か
ら
こ
そ
原
点
に
帰
り
、
心
を
乱
さ
ず
調
和
を
は

か
り
、
全
員
の
力
を
結
集
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
1

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
1
月
　
日
に
国
内
最
初
の
コ
ロ
ナ
症
例
が
報
告
さ
れ
て
以
降
4
月
7
日
に
東

京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
、
大
阪
、
兵
庫
、
福
岡
の
７
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
を
行
い
、

4
月
　
日
に
対
象
を
全
国
に
拡
大
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
延
期
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
労
福
協
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
勤
労
者
総
合
美

術
展
な
ど
の
各
種
事
業
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
第
　
回
定
時
社
員
総
会
は
書
面
決
議
で
実

15

16

58

コ
ロ
ナ
禍
に
　
原
点
回
帰
　
相
互
扶
助

　
　
　
戮
力
協
心
　
福
祉
は
ひ
と
つ

り
ょ
く
り
ょ
く
き
ょ
う
し
ん

施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
理
事
会
・
幹
事
会
を
W
E
B
会
議（ZO

O
M
)

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
２
０
２
１
年
は
延
期
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
日
本
人
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
感
染
予
防
に
努
め
、
社
会
全
体

で
感
染
拡
大
の
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
春
を
迎
え
、
今
年
こ
そ
の
願
い
を
込
め
、
各
福
祉
事
業
団
体
の
代
表
者
の
皆
様
に
新
春

の
想
い
や
活
動
な
ど
を
詠
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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　１０月１９日（月）、第１７回ロッキー奨学

金の授与式がＡＬＷＦロッキーセンター

会議室にて行われました。

　新型コロナウィルス感染拡大による影

響で、世帯収入の激減、アルバイト収入の激減等学生生

活にも経済的な影響が顕著になっており、更なる状況の

悪化に伴い、大学を中退せざるを得ないような事態も発

生しています。このような状況を踏まえ、今年度は、給

付対象人数を拡大して支援することを８月３日に開催さ

れた臨時県労福協理事会で決定しました。

　その結果、毎年各大学３名の枠でしたが、今年に限り

６名に拡大しました。

　また、少しでも早く奨学金を学生に授与するために、

授与式を１か月早めて実施しました。

 　『ロッキー奨学金』は、静岡県労働金庫の会員（県内

の労働組合など）により静岡県労働金庫特別利用配当金

から拠出され２０１０年６月に創設した『地域役立資金』

の内、県労福協が管理している“人づくり資金”から奨

学金２０万円を給付する制度（返済不要）です。また、

奨学金の対象者は、静岡県内に在住もしくは企業などに

勤務する勤労者の子弟で経済的支援が必要と認められる

学生で、いずれの学生も各大学から推薦いただいた優秀

な方達です。

　今回の授与式は新型コロナウィルス感染防止のため、

検温、アルコールによる手指消毒、マスク着用の上、参

加者を各校代表１名に絞り実施しました。

　授与式の冒頭、県労福協池冨理事長から「ロッキー奨

学金の原資は静岡県労働金庫の会員のみなさんが拠出し

て創設した「地域役立資金」の中から“ひとづくり資金”

として『将来社会に貢献する人物を育成、支援したい』

という願いが込められている。それは様々な形で優秀と

認められ、頑張っているみなさんへ、私たちからの支え

合い、助け合い、分かち合い、という応援である。みな

さんの学業が成就し、立派な社会人として、社会で活躍・

貢献されますことを心からご期待申し上げる。」と挨拶

を行いました。

　続いて、労働金庫の古川理事長は「今回の奨学金は充

分ではないが、勉学に励んで欲しい。ろうきんは利益を

目的として事業を行っていない。利益はコンビニ等のＡ

ＴＭ手数料が無料など会員に還元している。労金を身近

に感じて欲しい。労働組合のある職場であればろうきん

を利用出来る。就職した際にはろうきんを賢く使って欲

しい。」と挨拶を行いました。

　その後、奨学生の代表者は「両親の負担を少しでも減

らしたいと応募した。奨学金は交通費や学費に充て、今

まで以上に学業に力を注ぐ。私を支援していただいた方

の期待に応えられるよう精進する。」と謝辞を述べまし

た。

ロッキー奨学金 授与式
【県行政との連絡会を開催】
　9/25（金）県生協連理事会終了後に静岡県県民生活課との連絡会

を開催し、若月課長と鈴木班長が参加され、県の消費者支援・消

費者教育、エシカル消費推進事業の状況について説明がされまし

た。各会員生協からはコロナ禍での事業と活動の状況について報

告し、相互交流しました。

【生活困窮者支援の取組み】
（フードバンクふじのくに）

◆9 月 9 日～ 11 日、夏季フードドライブの食料品仕分け作業に県

　生協連三役が参加しました。この作業にはユーコープの新入職

　員も研修の一環として参加しました。

◆県生協連としてフードバンクふじのくにの活動支援を広げる取

　り組みを進める中、静岡県教職員生協では女性部共同購入の収

　益から 12 万 8000 円を寄付することが決まり、10/16（金）、フー

　ドバンクふじのくに事務所にて寄付金の寄贈式を行いました。

　県生協連では寄贈式の進行や広報（プレスリリース）を行い、　

　寄贈式の様子は翌日の新聞（静岡新聞）に掲載されました。

（静岡県立大学「たべものカフェ」）

◆10/8（木）県生協連として静岡県立大学が進めるコロナ禍での

　学生支援の取り組み「たべものカフェ」に賛同し、缶詰（CO・

　OP いわし蒲焼）100 個を寄贈しました。缶詰は当日学生に配ら

　れました。寄贈の様子はマスコミにも取り上げられ、県生協連

　の社会的活動を広くお知らせすることができました。

【核兵器廃絶・平和の取り組み】
◆ヒバクシャ署名をすすめる静岡県連絡会では、国連への署名の

　提出期限である 9 月末をもって会の活動を終了することから、

　9月 15 日にまとめの総会（代表者会議）を開催しました。

◆9/23（水）、弘徳院（焼津市浜当目）で９・２３焼津行動が行わ

　れました。コロナ禍の中、墓参行進は中止し墓前の誓いのつど

　いを各団体の代表者レベルで開催しました。午後は焼津市総合

　福祉会館で映画「西から昇った太陽」の上映会が行われました。

　県生協連の役割として、墓前の誓いの集いの司会進行を望月常

　務理事が担い、献花用の菊の花を手配しました。

◆10/11（日）、鉄舟寺（清水区村松）にて静岡県内原水爆死没者

　合同慰霊式が開催され、各界代表が参列し亡くなられた被爆者

　の皆様を追悼しました。県生協連からは望月常務理事があいさ

　つを述べました。

静岡県生活協同組合連合会からのお知らせ
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60

３．１１からはや10年

 東日本大震災からもう10年になるね。

 災害に対して、防災、減災、
生活再建の備えが必要だよ。
なんか準備している？

 わかっちゃいるけど・・・・

 「みんなの防災」、
「わがまちハザードマップ」の
サイトがあるので、調べてみたら。

 今度調べてみるよ。
 

シズウエル移転
　かねてより静岡県労福協より対県要請として、フー
ドバンクへの支援を要請していただいておりました
が、このたびその要請に応える形で、静岡県総合社会
福祉会館シズウエルへ事務所を移させていただくこと
になり、４月より活動を開始しています。

“赤い羽根”
新型コロナ対策フードバンク応援事業
　３月より、「新型コロナウイルス感染拡大の影響で
生活に困窮する人の支援を」ということで静岡県共同
募金会と連携して始まりました。ピーク時の５月には
依頼件数の総数が１，０００件を超えましたが、現在
は落ち着いてきております。とはいえ、先の見通しが
立たない中、当初の予定通り事業終了とはいかず、２
０２１年の９月まで延長することになりました。

夏季フードドライブ
　今回は静岡県内２７６箇所にて食品回収ＢＯＸを設
置させていただき、１１．８トンもの食料が集まった
という結果になりました。食品回収拠点数・食品回収
量ともに、過去最高の数値となりました。ご協力いた
だき、誠にありがとうございました。
　恒例の「仕分け大会」は、新型コロナウイルスの関
係もあるので、広くボランティアを募集することはせ
ず、なるべく理事団体のご協力を得て、作業を行いま
した。

ライオンズクラブフードドライブ
　今年は１０月１１日の日曜日に、静岡県の全７６の
ライオンズクラブにご参加いただき、フードドライブ
を行いました。事前の会議で必要としている食品のヒ
アリングをしていただいたうえで当日を迎えました。
当日は１４の拠点に別れて回収、持ち込み、郵送等で
食品を集め、５トン以上の食品の寄贈をいただきまし
た。今年で３回目となりましたが、ぜひ来年以降もお
願いしたいと思っております。

　２０２０年は、食品ロス削減推進法やコロナの影響
で、皆様との連携がさらに深まった一年であったと感
じております。２０２１年も引き続き、フードバンク
ふじのくにを応援していただけますよう、よろしくお
願いいたします。

フードバンク
ふじのくに

フードバンク活動にご理解・ご協力いただきありがとうございます。
２０２０年もいろいろなことがありましたので、
今回は少し振り返ってみたいと思います。

 天災は忘れた頃にやって来ると
言われるけれど、最近は毎年日本の
どこかで災害がおきているね。
  東日本の復旧・復興は
　　　　　どうなっているのかな。

 生活に密着したインフラの復旧や
災害公営住宅・高台移転の整備は
概ね完了したらしいよ。
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ALWFゼミ
マネージャー、リーダー、ステップアップの

３コースを開催しました

福祉基金協会では、2020年 11月にALWFゼミ３コースを開催しました。
（11/21マネージャーコース・11/17ステップアップコース・11/19リーダーコース）

福祉事業団体の幹部役職員を対象に下記内容で報告と講演を行いました。
第一部
●報告：「福祉事業団体役職員アンケート調査」結果報告
●報告者：冨田晋司氏(福祉基金協会研究員)
　報告では、県労福協から受託し、本年４月に実施した「福祉事業団体役職員
　アンケート調査」結果についての報告・提言を行いました。
第二部
●講演テーマ：「ＮＰО活動の変遷とＮＰＯの今後をとらえる視点」
●講師：日詰一幸氏（静岡大学教授）
　講演では、２２年前に施行されたＮＰＯ法成立の背景からＮＰＯ活動の変遷
　や活動分野、今後の方向性について話され、福祉事業団体職員とＮＰＯとの
　関係強化を求められました。そして、福祉事業団体がＮＰＯと連携して支え
　合いの社会を構築するプロジェクトを進める必要性を投げかけられました。
　参加者はＷＥＢでの参加を含め６０名でした。

　今年度もリーダー職員対象の「リーダーコース」、入職２～５年生を対象と
した「ステップアップコース」を順次開催しました。両講座の構成は共通で、下
記のメニューで実施しました。
＜午前＞講義
（１）「静岡県労働者福祉運動小史講師団」メンバーによる「自主福祉運動の歴
　　史に学ぶ」
　●講師：大滝正氏、戸倉亨氏
（２）「静岡労金会員研修講師団」メンバーによる「労働組合と福祉事業団体～
　　リーダー、若手職員に期待するもの～」
　●講師：ヤマハ発動機労働組合副中央執行委員長 永井新次氏
　　テルモ労働組合中央執行委員長 小林純一氏
＜午後＞ファシリテーション講座
　●講師：NPO法人日本ファシリテーション協会フェロー 鈴木まり子氏
　講座では、～「みんなのやる気を引き出す話し合い」のための基礎と実践を
学ぶ～をテーマに、会議、打ち合わせ、ワークショップ等の場面において、参加
者主体で、円滑かつ効果的に促進し、その目的を達成するためのスキルとマイ
ンドを学びました。参加者のほとんどがファシリテーションについての知識・
経験はありませんでしたが、日々の業務等でファシリテーションを活用出来
るきっかけが掴めたようです。
　参加者はリーダーコース26名、ステップアップコース２４名でした。

マネージャーコース１

リーダー・ステップアップコース2

ファシリテーション講座

ステップアップコース(戸倉講師)

リーダーコース(永井講師)

マネージャーコース(日詰講師)
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（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ（公財）静岡県労働　者福祉基　金協会からのお知らせ

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

大樹生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

沼津 収納王子コジマジックの笑って学べる収納セミナー

暮らしなんでも相談・ロッキーカレッジの情報はこちら。 ライフサポートセンターしずおか

片づけ界のトップランナー・収納王子コジマジックが、誰でも簡単に片づけ上手になれるコツや、
100円グッズを使った一生使える目からウロコの収納術を、実演を交えながら楽しくお伝えします。

【プロフィール】片づけ・収納・住まいに関する確かな知識と実績を持ちながら、松竹芸能で 25
年の芸歴を積んだ、男性ライフスタイル系タレントのパイオニア的存在。著書・監修本は累計 40
万部超。2014 年、一般社団法人日本収納検定協会を設立し、2015 年「収納検定」をスタート。
収納グッズ開発やマンションの収納監修など、日本や中国を中心に幅広く活躍中。

もう一度「あの人」と話がしたい、私の想いを伝えたい。
海を見下ろす丘にある白い電話ボックスには、さまざまな事情で合えなく
なった大切な人に想いを伝えるため、全国から多くの方が訪れています。
東日本大震災から間もなく10年。
心で話す「風の電話」の設置者 佐々木格さんを迎えて、災害時の心のケア
と風の電話についてお話しします。

日時：3/6（土）　10：00～ 11：30
会場：静岡労政会館
募集：50名　（申込先着順）　　参加費：無料
申込：ライフサポートセンター中部　☎ 054-270-3963
講師：佐々木　格（いたる）さん　（ベルガーディア鯨山主宰）

1945年岩手県釜石市生まれ。得意だった庭造りの技術をいかし、大槌町にガーデン「ベルガ―ディア鯨山」
をオープン。以降、約2,000坪の庭に、工房やコテージ、ロックガーデンなどを整備、2011年風の電話、
2012年には森の図書館を設け、被災した人々のこころのケアや子供の感性の育みを中心に活動している。

【ご紹介】
同日午後、静岡県ボランティア協会主催による、風の電話をモデルにした映画『風の電話』の上映会を行います。

日時：2/27（土）13：00～ 15：00　
会場：沼津労政会館 
募集：60名（申込先着順）　参加費：無料
申込：ライフサポートセンター東部　☎ 055-929-9820
講師：小島弘章さん　（一般社団法人日本収納検定協会代表理事）

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は無料
★ 県内 6箇所のセンターで相談に応じます。

東　部：055-922-3715
中　部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055    岳　南：0545-51-3715

　　　  西　部：053-461-3715
　　　  中東遠：0538-33-3715

相談ダイヤル
受付は平日

9：00～17：00

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。 
お気軽にご利用下さい。

暮らし
何でも相談

～世の中うまい話はない！～

テレビでお馴染み弁護士の菊地幸夫さんが、悪質商法の手口や被害にあわないためのポイントを話
します。

日時：3/13（土）　13：30～ 15：20
会場：浜松市地域情報センター
募集：50名　（申込先着順）　参加費：無料
申込：ライフサポートセンター西部　☎ 053-466-6307　※2/1より受付開始
講師：菊池幸夫さん　（弁護士）

【プロフィール】中央大学法学部卒業。元司法研修所刑事弁護教官。日本テレビ「行列のできる法
律相談所」及び「スッキリ」をはじめ数本の番組にレギュラーとして出演。弁護士業務の傍ら体
力作りにも勤しみ、各地のトライアスロン大会へも出場。地元小学生のバレーボールチームの監
督等も務めている。

「みんなちがって、みんないい。～金子みすゞさんのうれしいまなざし～」
童謡詩人・金子みすゞ記念館館長　矢崎節夫さん
「こだまでしょうか」や「私と小鳥と鈴と」などの
みすゞさんの作品を数編紹介し、詩に込められた想いや優しさ、
言葉の力について話しました。（10/29静岡）

「生きるいのちの泉・絵本　～こころを癒し、明日を生きる～」
ノンフィクション作家　柳田邦男さん
これまでの人生で心を動かされた絵本をエピソードと共に紹介。絵本にはメッセージが
込められ、読む時によって受け止め方も変わる。絵本は人生に3度、自分が幼い時、
子育ての時、人生の後半に入った時に読んでほしいと話しました。（11/7 静岡）

認知症の正しい知識とならない・させないための予防についてお話し、あなたの“脳いきいき度
チェック”（テスト）を行います

日時：3/20（土）　 13：00～ 15：30　
会場：ふじざくら
募集：40名　（申込先着順）　参加費：無料
申込：ライフサポートセンター東部　☎ 055-929-9820
講師：志村孚城さん （日本早期認知症学会名誉理事） 奥山恵理子さん（日本早期認知症学会理事）

静岡 風の電話

浜松

脳いきいき講座御殿場

ロッキーカレッジの開催報告

日時：3/6（土）　13：30～ 16：30頃
会場：あざれあ6階大ホール
入場料：1500円
申込・問合せ：静岡県ボランティア協会　☎ 054-255-7357

出演・・・モトーラ世理奈　西島秀俊　
　　　　西田敏行（特別出演）　三浦友和
第70回ベルリン国際映画祭国際審査員特別賞受賞
2020年製作 /139分



R o f u k u k y o  2 0 2 1  N ew  y e a r  1112 R o f u k u k y o  2 0 2 1  N ew  y e a r

誰でも
気軽に参加！ 第16回　チャレンジ川柳

新年川柳のお題は「家族」 「ろうきんグリーン友の会県連絡会」・「静岡県退職者福祉協議会」共催、【ライフサポートセンター友の会】  協賛で、川柳の募集を行います。

募集期間　　　２０２１年　１月１５日( 金 ) ～２月１５日( 月 )
応募規定　　　＜ろうきん＞や＜こくみん共済 coop＞にお取引のある方であれば、
　　　　　　　どなたでも応募できます。ただし、お一人様　一首、未発表のものに限ります。
応募方法　　　応募用紙に記入して、
　　　　　　　　①静岡県労働金庫本支店および各地区の労働者福祉協議会事務局に備え付けの
　　　　　　　　　応募箱に投函または窓口に提出　
             　　     ②ライフサポートセンター友の会事務局宛て郵送　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　〒420-0851　静岡市葵区黒金町５－１　4Ｆ　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　賞と賞品　　　◉最優秀賞　１点　１万円相当の商品券　　◉優 秀 賞　５点　５千円相当の商品券
　　　　　　　◉佳　   作　数点　３千円相当の商品券　　◉入      選　数点　千円相当の商品券

★応募作品は、外部の有識者による審査会にて、厳正に審査致します。
★入選作品の著作権は「ろうきんグリーン友の会県連絡会」「静岡県退職者福祉協議会」に
　帰属するものとします。
★入選作品ならびに入賞者は、ライフサポートセンター友の会・ホームページ、次号会報にて公表します。
★最優秀賞ならびに優秀賞は、表彰式を行います。佳作、入選者は賞品の発送をもって表彰に代えさせて頂きます。
★応募者の個人情報は、入賞者への賞品の発送及び本件に関する諸連絡にのみ使用させていただきます。

　お問合せ先　  ろうきんグリーン友の会県連絡会事務局・静岡県退職者福祉協議会事務局　
　　　　　                      　       ☎　０５４－２７５－１３８８
　協　　　賛　  ライフサポートセンター友の会
　後　　　援　  静岡県労働者福祉協議会・静岡県労働金庫・こくみん共済 coop 静岡推進本部

　湖西地区退福共とグリーン友の会は、10 月に２つのイベントを開催しました。
既存会員だけでなく、新規会員加入を目指す試みとして、会員でない方も体験参
加できることとしました。多くの方より好評をいただき、10 月末までに退福共 4
名、グリーン友の会 2 名の新規会員加入もありました。今後も会員の輪を広げて
いきたいと思います。

　岩松寺 鈴木正雄方丈様より「心をきれいにするのが坐禅ではなく、汚れた自分
を見つけ出すのが坐禅である。」との説明をいただき、参加者の皆さんは、心を
静め、自分を見つめなおす良い機会になったと思います。続いての写経では、各々
の思いの中、筆を走らせました。椅子での坐禅は、体への負担も少なく、方丈様
のお話も興味深いものであり、参加者の皆さんより好評をいただきました。

　運動指導者（スポーツインストラクター）平井則子氏をお招きし、約 1 時間、
良い汗を流しました。女性の参加者が多く、健康に対する意識も女性の方が高い
のかもしれません。音楽に合わせてステップを踏み、ダンス要素も取り入れての
体操。指導をいただいた平井氏からは、「皆さん、非常に前向きで、もっともっ
と可能性を感じます。」とのことで、日頃から体を動かす大切さも感じました。

湖西地区退福共・グリーン友の会　共同開催　活動報告

2020年 10月13日（火）　
「坐禅・写経」　岩松寺（湖西市新所）　21名参加

2020年 10月 27日（火）
「健康体操・ストレッチ教室」　湖西市アメニティプラ　28名参加
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①趣味：ピアノ・サックス・ラジコンヘリ
②モットー：為せば成る、成らない事も
　行動する事が大事
③最近感動したこと：息子が補助輪無しで
　自転車に乗れたこと
④最近失敗したこと：妻に結婚１０周年の
　プレゼントを渡せてないこと

地区労福協名と役職：裾野地区労福協　事務局長
出身組織：トヨタ自動車労働組合　東富士支部
役職名：支部長

工藤　竜博
クドウ　　　　タツヒロ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.39
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数

が
増
え
ま
し
た
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
も
こ
の

時
期
に
設
立
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
第
四
期
は
、
二
〇
一
五
年
以
降
で
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
施
行
（
二
〇
一
五
年
四
月
）
や
「
こ
ど
も

の
貧
困
」
な
ど
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ
た
時
期
と
重
な
っ

て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
い
生
活
困
窮
に
陥
っ
た
人
々
を
支
援

す
る
た
め
の
活
動
が
全
国
で
も
増
え
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
ま
さ
に
地
域
生
活
者
に
対
す
る
食

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が

良
く
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の

く
に
も
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
は
、
静
岡
県
内
に
お
け
る

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
貢
献
す
る
と
同
時
に
生
活
困
窮
者

支
援
の
推
進
と
双
方
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
活

動
開
始
以
来
七
年
目
に
入
り
ま
し
た
が
、
フ
ー
ド
バ
ン

ク
ふ
じ
の
く
に
の
名
前
は
多
く
の
県
民
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
着
実
に
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

窮
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
こ
ど
も
食
堂

を
は
じ
め
様
々
な
団
体
か
ら
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く

に
へ
食
料
提
供
の
要
請
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
今
年
九

月
末
ま
で
の
食
料
の
提
供
数
は
約
三
八
〇
〇
件
に
上
り
、

す
で
に
昨
年
の
提
供
数
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
（
静

岡
新
聞
一
一
月
一
日
朝
刊
）。
今
年
は
、
静
岡
県
共
同
募

金
会
よ
り
「『
赤
い
羽
根
』
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
フ
ー
ド
バ

ン
ク
応
援
事
業
」
に
よ
り
、
活
動
費
の
助
成
を
受
け
て

多
く
の
要
請
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
社
会
の
様
々
な
変
動
が
き
っ
か
け
で
生

み
出
さ
れ
る
生
活
困
窮
に
対
し
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
は

柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
以
前
、
日

本
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
数
の
変
遷
を
調
べ
た
際
に
、
四
つ

の
時
期
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
第
一

期
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
「
草
創
期
」
で
二
〇
〇
〇
年

か
ら
〇
七
年
。
第
二
期
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
一
〇
年
。

こ
の
時
期
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
世
界
金
融
危
機
）

が
契
機
と
な
り
、
非
正
規
雇
用
者
を
は
じ
め
、
生
活
困

窮
者
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
社
会
問
題
視
さ
れ
た

時
で
し
た
。
第
三
期
は
、
二
〇
一
一
年
か
ら
一
四
年
に

か
け
て
の
時
期
で
す
。
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
そ

日
詰  

一
幸 

氏

静
岡
大
学

　人
文
社
会
科
学
部
長
で
あ
り
。

各
市
町
の
審
議
会
の
委
員
を
歴
任
さ
れ
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
の
理
事
長
で
も
あ
り
ま
す
。

運
動
継
承

事
業
団
体
職
員・労
福
協
役
員
へ

贈
る
言
葉

　皆さん、こんにちは。裾野地区労福協で事務局長を仰せつかっ
ています、トヨタ自動車労働組合東富士支部の工藤です。
私は２０１８年より労働組合専従者として職場より出向
させていただいており、裾野地区労福協では昨年８月に
事務局長を拝命しました（組合専従前の職場では、車
両の実走行評価を担当：評価ドライバー）。労福協活動
でいつもお世話になっている方々と比べ経験も浅く、周
囲の皆さんに助けていただきながら何とか活動を進めて

いる状況であります。本当に皆さん、いつもありがとうご
ざいます！m(__)m

　さて、昨年２月頃より新型コロナウイルスが猛威をふるいだし、皆さんご承知
の様に、日本のみならず世界中での健康被害や経済活動等々にも多大な影響を及
ぼし、今この原稿を書いている時点（2020年11月）では、第３波の懸念もあり全
く収斂していく傾向が見られません。例に漏れず組合活動や労福協の活動にも、
中止判断や延期、また制限を設ける事を余儀なくされ、例年の活動がままならな
い状況が続いています。とは言え、多くの場で諸先輩方が言われており、私自身
も強く思うところでもあります「止めるのは簡単、いかに継続していけるか考え
て取り組む」という事を常に念頭において、リスクを冒さず周囲に喜ばれる活動
になる様、裾野地区の鵤木会長を始め役員の皆さまと知恵を絞りながら今年１年
取り組んでいきます。
　話はガラっと変わってしまいますが、私は北海道で生まれ１５歳まで道内で過ご
し、途中愛知県への進学と勤務も挟みましたが、静岡県に住み、現職場に勤務して
から早２６年が経過し、故郷北海道は勿論大切に想っているものの、最早静岡県が
第２と言わず北海道と並ぶ、『かけがえのない故郷』となっています。このコロナ
禍の中でも故郷静岡の皆さんが少しでも住みやすい、働きやすい県・地域を目指し
て、皆さんと協力しながら諸活動に取り組んでいきたいと思いますの
で、今後ともよろしくお願い致します。
　最後になりますが、この度の新型コロナウイルス感
染症において最前線で健康福祉に貢献してくださっ
ている医療従事者、関係者の皆様に心より敬意を
表し、罹患された方々におかれましては謹んでお
見舞いを申し上げますとともに、一日も早いご
回復と、一日も早い事態の収束を心よりお祈り
申し上げます。
　そして・・・・
「④最近失敗したこと」に挙げましたが、コロナ禍
を理由に渡せてない結婚１０周年のプレゼントを妻に
渡したいと思います。

人物登場

2020 年 9 月 25 日　裾野市長との懇談会（自治体要望書提出）
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富士地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

沼津地区労福協 地域・地区労福協活動紹介富士宮地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

　10/3沼津地区労福協では「伊豆・三津シーパラダイス貸切
イベント」を開催しました。今年はコロナ禍の影響で様々な
催しが中止となる中、「何かやりたい」と幹事役員の熱い思い
のもと感染症対策を施設側、事務局と十分に配慮した上での
開催となりました。
　募集当初は「はたしてどれくらい申し込んでくれるだろう
か」といった不安もありましたが、結果的に300名近い方に申
込みいただき、多くは子ども連れのファミリー層のため「夏
休みもどこにも行けなかったからこのようなイベントは嬉

伊豆・三津シーパラダイス貸切イベント開催伊豆・三津シーパラダイス貸切イベント開催
しい」や「GoToトラベルで宿泊と
併せて参加したが、子供たちの楽
しそうな顔が見れて良かった」と
の嬉しい声も当日多数いただき、
後日、会員労組からも「参加者か
らとても楽しかったと聞いた」と
いった声が寄せられました。ま
た、イベントの中では、この度退
任された御宿会長の挨拶やアシ
カ・イルカのショー、サプライズ
で伊豆箱根鉄道労働組合提供の

大抽選会もあり、秋の夜長
に会場は大いに盛り上がり
イベントは終了しました。
　今後も労福協活動を行っ
ていく上で、色々な課題が
出てくると思いますが、新
しい生活様式の中で労福協
活動を盛り上げていきたい
と思います。

富士宮地区労福協55周年記念行事富士宮地区労福協55周年記念行事
「Share Happiness！」の開催「Share Happiness！」の開催
　2020年11月15日（日）、秋晴れの清々しい陽気の中、芝川Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター（富士宮市西山）にて、富士宮地区労福協55周年の記念行事を催行
しました。新型コロナウイルス感染症拡大が懸念される特殊な環境下で
はありましたが、有事も想定したコロナ対策マニュアルの整備と会場内
での感染症対策の徹底に努めることで無事に開催に至りました。
　企画当初より「地区内で開催し地元に貢献する」、「次代の労福協活動
を支える若者が中心となって組み立てる」、「手作りの温かみあるイベン
トとし企画側、来場者ともに楽しめるものを目指す」という目標を掲げ、
労福協若者の会が企画・運営の中心となって各種イベント内容や会場装

飾などを準備し、当日は
プログラムや各ブースの中心的な運営も務めました。
　来場者は127組413名（うち小学生以下のお子様158名）と400名の目標を達成
できたほか、何よりも労福協活動に今後も関わりを持ち続けて欲しい若年層、
ファミリー層に多く参加いただけたことは、大変うれしい結果となりました。
　ご来場いただきましたみなさま、本行事を支えていただきました会員、そし
て企画運営に絶大な支援をいただいたNPO法人ホールアース研究所にあらた
めて感謝申し上げます。ありがとうございました。

　「Worker,s Library」は、組合員の皆さんや一般労働者の皆さ

んからの希望にこたえるため、労働運動の教育体系など、システ

ム化することを目的として開設された情報閲覧WEBサイトです。

　２０１３年１２月にワーカーズライブラリーが公開されまし

た。その当時は、HP を閲覧する方はパソコンが主でしたが、最

近はスマホで閲覧する方が増えてきています。現在のワーカーズ

ライブラリーの HP をスマホでも閲覧できますが、文字等が小さ

く見づらくなっています。

　そのため、今回スマホ対応のHPにするため、見やすさ・使い

やすさをコンセプトとし、リニューアルを行いました。

このサイトには、労働組合に欠かせない知識と教養についての情

報はもちろん、社会人として必要な一般的教養などが学習できる

資料を数多くご用意しております。

　自己・組織の知識を高め、今後ますます複雑化していく現代社

会を乗り越えるためにも、ぜひご活用ください。

健康増進イベント
「里山ゆったりウォーキング in猪之頭」
健康増進イベント
「里山ゆったりウォーキング in猪之頭」

　10月24日（土）に富士地区労福協健康増進イベントとして、
里山ゆったりウォーキングin猪之頭を開催しました。毎年恒
例の行事となっており、富士地域各地をウォーキングしなが
ら、地元の散策と日頃の運動不足の解消の二つを目的に年２
回実施しています。新型コロナウイルス感染症の影響で今年
度は５月の開催を中止し、コロナ禍のなか、役員会で対策を

十分行うことで秋の開
催を決め、集客を心配し
ましたが、昨年度開催の
約２倍にあたる50名の
方に参加いただきまし
た。今回も前回同様に、
市街地を離れ、自然のな
かでマイナスイオンを
たっぷりと浴びるため、
富士宮市猪之頭地区を
ウォーキングしました。

地元では「水の都猪之頭」と呼ばれ、富士山から流れる豊富な
湧き水が水源となり、酪農や農業、特にわさび田が有名であ
り、富士地域の第一次産業を支えています。当日参加いただ
いた労福協会員の皆さんも、三密を避けるため、３グループ
に分かれ、季節になると蛍を見ることができる小川や広大な
自然に広がるわさび田、源頼朝が富士の巻狩りで陣を張った
といわれる陣馬の滝など、約２時間半に亘るゆったりとした
ウォーキングで笑顔いっぱいの清々しい表情を浮かべ、満喫
いただきました。次回は来年の春になりますが、新しい散策
場所でウォーキングイベントを企画いたしますので、多くの
方の参加をお待ちしております。

地域・地区労福協の活動予定
月  日 曜日  開催時間    催事（イベント）        会場（場所） 　　参加資格・参加費など　　　主　催 　　　　　　　　備　考

1
月

2
月

3
月

テーマ「子どもたちは、新しい教育で何を学んでいるか」
お問合わせ先　袋井地区労福協　0538-45-122120 水 18：00

無料法律相談会

さわやかアリーナ 会員のみ-無料
1組30分　完全予約制
お問合わせ先　磐田地区労福協　☎0538-32-270623 土 14：00～

17：00
18：00
14：00～
17：00

14：00～
17：00

トップセミナー

無料法律相談会

無料法律相談会

勤労者スキルアップセミナー

労福協事務所 どなたでも・無料 連合中遠地協
磐田地区労福協

袋井地区労福協

連合中遠地協
磐田地区労福協
連合中遠地協
磐田地区労福協

三島地区労福協17 水 三島商工会議所 会員のみ・無料
1組30分　完全予約制
お問合わせ先　磐田地区労福協　☎0538-32-2706

お問い合せ先
三島地区労福協　TEL055-955-7670

27 土 どなたでも・無料

　 1組30分　完全予約制
お問合わせ先　磐田地区労福協　☎0538-32-270627 土

労福協事務所

労福協事務所 どなたでも・無料

「Worker,s 
Library」の
リニューアル
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■川勝知事への13項目の要請は、私たちのくらしに直
結していて、どれも重要であり、また緊急を要するもの
であると思います。県におかれましてはこれらの主旨
を十分理解していただいて、県民が安心・安全の中で生
活できるよう手当てしてほしいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　藤枝市　河村様

■最近スーパーでみかけるフードバンクへのボックス
が気になっていました。蓋が閉まっているので活用さ
れているのかなと思っていましたが活動報告を見てコ
ロナもあって必要とされているのだなと考えさせられ
ました。できることは限られていますがお互い様の社
会になるよう一歩ずつ理解を深めて実践していきたい
です。　　　　　　　　　　　　          焼津市　増田様

■まだまだ県外への旅行については不安やまわりの目
が気になりますが、GO TOトラベルを利用して久しぶ
りに小旅行に出かけてみたい気持ちもあります。早く
気兼ねなく出かけられるようになることを願っていま
す。　　　　　　　　　　　　 富士宮市　古郡様

■Zoomを使用した会議に私もこのほどデビューしま
した。コロナ禍がなければ、こういう機会が持てたのも
数年先だろうから、今までの習慣やいろいろなことを
見直すきっかけになっていると感じています。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 島田市　石川様

■大手銀行が預金口座の有料化を打ち出しています。
これを機会にいくつか口座をつぶしました。まだまだ
不用な口座をつぶさなければ・・・。でも静岡労金だけは
つぶさず持っていようと思う。　駿東郡清水町　山田様

あなたも労福協だよりにご意見、ご質問を
お寄せください。掲載させていただいた方
には粗品をプレゼント！

https://shizuoka-rofukukyo.jp

E-mailは労福協ホームページの応募するをご利用ください。

クイズの答えはメッセージにお願いします。

○富 士 市　倉島　志保様
○浜 松 市　時久　泰直様
○浜 松 市  古井　良枝様
○湖 西 市   夏目　望未様      
○静 岡 市　久保田礼子様
藤 枝 市　丸山　  瞳   様

（１）  C：13項目
（２）A：サイクリング
（３）  A：2021年1月31日まで

応募総数72通の内、正解者の中から
抽選した結果下記の方々が当選され
ました。おめでとうございます。

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」FAX ０５４－２７３－３１１０　応募先

クイズ  前回の答え

当選者

■締 切 日　２０21年2月19日（金）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所　
　　　　　　④クイズの答え　⑤メッセージ

2,000円を
ゲットしよう！
ホームページからの
応募も可能です

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・E-mail の何れかでご回答ください。
正解者の中から、抽選で５名様に２ ，  ０００円のギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた方には粗品をプレゼントします。

応募する をクリック

三島地区労福協事務所の紹介 
・三島市大宮町3-19-14臼井ビル201
・電話番号：055-955-7670
・JR三島駅南口より東へ徒歩5分、ろうきん三島支店からは徒歩１分です。
・月・水・金10：00～14：00
・労福協の事務作業や、退福共の会議・事務作業の場として活用しています。

❶「フードバンクふじのくに」の夏季フードドライブで集まった食料は？
　A:11.8トン　B:20.2トン　C:30.2トン
❷今年に限りロッキー奨学金の授与の数を拡大しました。
　各大学の拡大された人数は？
　A:６名　B:9名　C:12名
❸裾野地区労福協の事務局長の「工藤竜博」氏の
　組合専従前の職場の仕事は？
　A:評価ドライバー B:タクシードライバー C:セールスドライバー



連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

Shizuoka Rofukukyo Dayori
New year 2021
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2021新春歌会はじめ2021新春歌会はじめ

ロッキー奨学金授与式ロッキー奨学金授与式

県生協連からのお知らせ県生協連からのお知らせ

フードバンクからのお知らせフードバンクからのお知らせ

労働金庫からのお知らせ労働金庫からのお知らせ

こくみん共済coopからの
お知らせ
こくみん共済coopからの
お知らせ

ALWF 
福祉基金協会からのお知らせ
ALWF 
福祉基金協会からのお知らせ

ユニオントラベルからの
お知らせ
ユニオントラベルからの
お知らせ

川柳募集
退福協・グリーン友の会
川柳募集
退福協・グリーン友の会

地域・地区労福協活動

人物登場
地区労福協事務局長の
リレートーク  No.39

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

2021 新年号 発行日／令和3年1月1日　発行所／（一社）静岡県労働者福祉協議会
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●Eメール ●インターネットホームページ

労福協だより

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

検索サイトからもご覧いただけます
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